
　

副
葬
品
と
は
遺
体
と
と
も
に
埋
葬
さ

れ
た
銅
鏡
や
装
身
具
、
刀
、
甲
冑
、
土

器
な
ど
の
品
々
の
こ
と
。「
種
類
や
組

み
合
わ
せ
で
古
墳
の
造
ら
れ
た
時
期
、

埋
葬
さ
れ
た
人
の
社
会
的
地
位
や
財
力

な
ど
が
わ
か
り
ま
す
」
と
解
説
し
て
く

れ
た
の
は
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
の
徳

江
秀
夫
さ
ん
。「
光
輝
く
装
飾
付
大た

ち刀

や
金
銅
装
の
馬
具
な
ど
地
位
や
財
力
を

視
覚
的
に
わ
か
ら
せ
る
も
の
が
多
い
で

す
。
三
角
縁
神
獣
鏡
は
県
内
の
前
期
古

墳
か
ら
12
面
出
土
と
東
日
本
で
最
も
多

く
、
ま
た
、
石
製
模
造
品
も
中
期
の
有

力
な
古
墳
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
副
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
装
飾
付
大
刀

は
、
群
馬
県
で
は
１
４
０
以
上
発
見
さ

れ
て
い
て
、
種
類
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
」。

金
銅
装
や
鉄
製
の
馬
具
も
多
く
、
財
産

と
な
る
馬
を
所
有
し
て
い
る
だ
け
で
な

き
ら
び
や
か
な
金
工
品

1

権
威
と
財
力

2

大
陸
・
朝
鮮
半
島

3

謎解きキーワード

豪
華
な
副
葬
品
か
ら

何
が
わ
か
る
の
か
？

STORY 4

副葬品

く
、
馬
に
飾
り
を
付
け
ら
れ
る
だ
け
の

有
力
者
が
た
く
さ
ん
い
た
証
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
品
々
の
多
く
は
ヤ
マ
ト

王
権
に
よ
り
製
作
・
配
布
さ
れ
た
と
さ

れ
る
が
、
中
に
は
朝
鮮
半
島
の
最
先
端

技
術
や
文
化
の
影
響
が
見
て
と
れ
る

副
葬
品
も
あ
る
。「
朝
鮮
半
島
と
の
外

交
に
群
馬
の
有
力
者
も
加
わ
っ
て
お

り
、
実
際
に
朝
鮮
半
島
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
品
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
」。
中

で
も
観
音
山
古
墳
（
高
崎
市
）
は
突
起

の
付
い
た
冑か
ぶ
と

や
三さ

ん
る
い
か
ん
と
う
た
ち

累
環
頭
大
刀
、
金

銅
装
の
馬
具
な
ど
朝
鮮
半
島
の
品
と

思
わ
れ
る
も
の
が
残
っ
て
い
た
。「
珍

し
い
も
の
と
し
て
は
鈴
の
付
い
た
金

銅
製
大
帯
、
銅
製
の
水す
い
び
ょ
う瓶

が
あ
り
ま

す
。
古
墳
か
ら
出
土
し
た
水
瓶
の
完

形
品
は
観
音
山
古
墳
の
も
の
だ
け
で

す
」。
ま
た
、
観
音
塚
古
墳
（
高
崎
市
）

か
ら
は
仏
具
あ
る
い
は
中
国
、
隋
の

食
器
を
モ
デ
ル
に
つ
く
ら
れ
た

と
さ
れ
る
銅
鋺
と
よ
ば
れ

る
金
属
の
容
器
や
銀

装
の
大
刀
、
金
銅

装
の
馬
具
な
ど
、

大
陸
、
朝
鮮
半

島
と
の
か
か
わ

り
、
飛
鳥
時
代

の
到
来
が
感
じ

ら
れ
る
副
葬
品
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
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〈高崎市〉観音塚考古資料館
隣接する観音塚古墳の横穴式石室から
発見された、300 点以上の貴重な副葬
品を中心に、高崎市で出土した考古資
料等を展示している。
高崎市八幡町800-144　
☎027-343-2256　С9時～16時　
Л月曜（祝日は開館、翌日休）、祝日の
翌日、年末年始　П35台

副葬品を見に行こう

〈高崎市〉群馬県立歴史博物館
群馬県の歴史や文化に関する資料を展
示。原始から近代まで、実物資料を中
心にレプリカやジオラマなどを用いて
紹介している。
高崎市綿貫町992-1　☎027-346-5522
С9時30分～17時（最終入館16時30分）
Л月曜（祝日は開館、翌日休）、年末年始、
展示準備期間等　Пあり

き
ら
び
や
か
な
副
葬
品
は

権
威
と
財
力
の
証

金
こんどうせいしんようけいすかしぼりぎょうよう

銅製心葉形透彫杏葉
（観音塚考古資料館）
仏像の光背に形の似た馬につける飾り金具。観
音塚古墳（高崎市）出土。国重要文化財。

群馬県立歴史博物館では、観音山古墳（高崎市）から出土した貴重な副葬品や埴輪を常時展示している。

銅
どうせいすいびょう

製水瓶
（群馬県立歴史博物館保管）
仏教の影響が見られる
銅製の水差し。中国で
類似の水瓶が発見され
ており、大陸とのつな
がりを感じられる。国
宝。国（文化庁）所有。

石
せきせいもぞうひん

製模造品
（群馬県立歴史博物館保管）
滑石でつくられた道具のミニチュア。刀

とう す

子・鏃
やじり

・鏡・斧など、質・量
ともに豊富。舞台1号墳（前橋市）出土。国重要文化財。国（文化庁）所有。

三
さんかくぶちしんじゅうきょう

角縁神獣鏡
（東京国立博物館）
ヤマト王権との強い関係を示す銅鏡。県内では
12 面が出土しており、東日本では最多。前橋
天神山古墳出土。国重要文化財。

単
たんほうかんとうたちつかがしら

鳳環頭大刀柄頭
（玉村町歴史資料館）
鳳凰が描かれた大刀柄頭。国内
で類例を見ないことから朝鮮半
島で作られた可能性がある。小
泉長塚1号古墳（玉村町）出土。
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群馬県立
歴史博物館
徳江秀夫さん

語り部

群馬県埋蔵文化財調査事業団で長年古墳
時代を研究。その後、群馬県立歴史博物
館へ。現在は同館専門調査官。

金
こんどうせいすずつきおおおび

銅製鈴付大帯
（群馬県立歴史博物館保管）
儀式の際に着用したであろう鈴付きの金銅製帯。観音山古墳（高崎市）
出土。国宝。国（文化庁）所有。

短
たんこう

甲
（群馬大学教育学部所有、群馬県立歴史博物館寄託）

重ねた鉄の板を鋲でとめた甲。冑と一緒に発見さ
れた。軍事力の象徴。鶴山古墳（太田市）出土。
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金
こんどうせいかんむり

銅製冠（模造）
（東京国立博物館）
全体の形がわかる貴重な冠。朝
鮮半島の影響を強く受けている。
山王金冠塚古墳（前橋市）出土。

●MAP C-2

●MAP B-1 ●MAP C-2


